
バイオマス燃焼における灰付着挙動
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実験装置：ドロップチューブ炉（DTF）

問題点
・種類が多く灰分組成もさまざま
バイオマス燃焼の制御が困難

・灰分を含有
バイオマス燃焼ボイラ内に灰付着
ボイラの運転阻害、熱効率低下、伝熱管の腐食

研究背景
バイオマスエネルギー
・再生可能エネルギー
・カーボンニュートラル

バイオマス燃焼ボイラ内の灰付着の様子
鈴木卒論, 2024



研究目的・内容
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研究目的

バイオマスボイラ内の灰付着機構の解明

研究内容
• 電気加熱式DTF(Drop Tube Furnace)炉を用いたバイオマス試料
（acacia粉砕ペレット）による灰付着実験
• 灰付着機構解明のためのSEM/EDXによる灰付着界面の組成分析
• 熱力学平衡計算による灰付着特性の理論的考察
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